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はじめに

東京都のゴミ戦争の例をあげるまでもなく，都市化のは

げしい地域における清掃問題は, 日毎に険悪化し てい

る。横浜市もその例外ではない。なかでも，ゴミの処分

地や清掃工場の建設用地の確保，工場の建設等は，地元

住民の猛烈な反対を受け困難をきわめている。これには

いろいろ原因があろうが，根源的には従来から清掃工場

がもっイメージの悪さが大きく影響している。

これまで，清掃工場といえば工場地域全体がなんとなく

悪臭に満ち，加えて工場の煙突から出る煙，灰塵は周辺

地区を汚染し，さらにゴミ収集車＜清掃車＞の頻繁な出

入りにより地区環境が悪化されるなどが積み重なって，
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清掃工場 の建設は地元住民に とってはありがた くない都

市施設になっている。一方，計 画者側も，地 元住民の反

対 がめにみえているために，清 掃工場 の計画・建設等に

あたってはとか く秘密裏に進 め， それがまた地元 住民の

感情を刺激するな ど悪循環を もた らせている。 また，た

またま首尾 よく用地が取得で きた とし ても，いざ清掃工

場の建設 となる と一斉に反対 運動 が起き，関係者を悩ま

せているのが実情であ る。し かし ながら，これらのこ と

にはおか まい もな く，都市におけ る廃棄物の量は年毎に

増加し，その対策が 急が れてい る。 表－ １は，横浜市に

おける廃棄物 量の経年度 別将来予測を グラフで表わした

ものである。

この表で もみら れるように ，横浜市における廃棄物の増

加傾向はすさ まじい ものであ る。 この ように，年 々増加

する ゴミを滞 りなく適宜処理 ・処分してい か ね ば なら

ず，そ の方法 とし ては二つ しかない。一つは焼却処理，

他は埋立処分であ る。 なかでもゴ ミの焼却処理は きわめ

て有効な手段 であ るので＜ 近年，不燃性の ゴミが多 量に

排出 され，焼却処理 も多 くの問題が出ているが＞，で き

るだけ数多 くの清掃工場を建設していくこ とが， ゴミ戦

争に 打ち勝つ 大きな要素である。こ のような清掃工 場の

建設 需要を みたしていくためには， これまで障 害原因に

なっている諸問題を積極的に解決していか なけ ればなら

ない。 すなわち，従来から の清掃工場 のイメージ・チェ

ンジを 図っていくこ とが必要な のであ る。

２ 清掃工場のイメージ・チェンジ

清掃工場の イメージ・ チェンジを図 っていくためには，

技術革新に よる清掃工場 の諸機器の改良を行い，煙突か

ら排出される煙・灰塵をな くすことが必要である。この

面での技術革新は実際に はかなり進み，横浜市の磯子工

場＜昭和45年 ５月完成＞ などは従来 の清掃工場の イメー

ジ・ チェンジに成功し ，い まではゴ ミの収集車の出入 り

を除けば地区全 体が どこか大会社の研究所的 ムードに な

っている。 これまで の旭清掃工 場の建設に反対していた

地元住民は， この磯 子工 場を 見学して大半が納得し，市

の計画に前向 きに協 力してくれる ようにな った。＜旭清

掃工場が稼動し始 めた時，煙・ 灰塵の排出を反対理 由に
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表－1　 横浜市におけるごみ焼却処理計画と発熱量の将

来予測

していた住民 の一 人は， 煙゙突は煙が出るから煙突であ

って，煙 も灰 塵もでない旭清掃工場の煙突は煙突では な

い
゛ と

驚 愕し てい るほど技術革新は進み，大略，理想的

状態に 達し てい る。＞

だが， この技術 革新だけ では，これまで根 強く残 ってい

る住民 の清掃工場に対する イメージ・ チェンジを 図るわ

けに はいかない。さらに イメージ・ チェンジを 推進し て

い くためには，清掃工場の建設に より，地元 住民が直 接

なんらかのメ リ クトを うける方法を考 えてい くことが必

要である。

このよ うなこ とを狙い とし て，横浜市 では，清 掃工場で

ゴ ミを焼却する際発生する 余熱＜ 余剰 熱量＞を なんらか

の形で地元住民のために有効に利 用できないかと種 々検

討した結果，後述 の余熱利 用施設を旭清掃工場の建設 と

併設して設 置する ことに より，清掃工場の イメージ・ チ

ェソジをはか る一助にし よ うとした ものである。

清掃工場で，じ んかい 焼却処理過程において発生す る余

熱 の量は膨大なものである。以下そ の一例 を み て みる

と，じ んかい 発熱量975kcal/kg ＜ 平均 品位＞ とす ると，

発 生蒸気 温度174.5 °Ｃ＜ 飽和蒸気＞ ，圧力9 kg/cm2 ， エ

ンタルピ662kcal/kg となり，発生 熱量＜蒸気量＞は， 表

―2 の通 りとなる。

上 記の余剰熱量を種 々な ものに有効利 用することが考え

られる。表－ ３は，そ の一 例であ る。 この表に示す各設

備の建設可能基数 または 能力は,1 清掃工場に対して １

種類の設 備を建設 するものとして算定している。したが

って， 何種類かの設備を 同一 地域 内に建設 す る 場 合に

は，各設備 の設 置基数の必要熱量の 合計が利 用熱量の範

囲内に 納まるよ う計画する必要があ る。

注 ① 家庭ゴミ：年間処理量＜実績と推

計＞単位万ｔ

② 事業系一般廃棄物：実態調査によ

る将来推計、年量、単位万ｔ

③ 産業廃棄物：実態調査による将来

推計、年量、単位万ｔ

④ 家庭ゴミの市民１人当 り処理 日

量、単位＜ｇ＞

＜横浜市総合計画1985 より＞

表2　 ゴミ焼却量と余熱量

※＜　＞ 内の数値は，発生蒸気 量ｔ ／日を 示す。

また，この表の値の算定にあた っては，それぞれある条

件を与え算出した ものであ り，その条件等によっては算

出値は多 少違 って くるかもし れ な い が，大略は表の通

りである。

表－ ２で みてもわかる通り，余熱量は膨大 な も の であ

る。し かし ，これまではこり 余熱の大部分が有効に利 用

されず＜一 部は清掃工場の自家発電に利用＞，無 意味に

放擲されていたのであ る。こ れを なんらかの形 で地元住

民に還元していく方法を検討 することはきわめて有意義

なことである。そして，そ の余熱利 用施設と清掃工場を

廃棄物排出量の実績と将来予測
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一 体として地区全体を一つ のコミュニテ ィーセンタ ーと

なるよ うにまとめあげてい くことに より，とかく公共施

設の少ない大都市におい てはかな りユ ニークなもの とな

り，住民は安 価で充分 な楽し みを 味わ うこ とがで きる。

そして，地元住 民のみでなく，一般市民に とって もきわ

めて面白い施設 となり，いままでやみ くもに反対してい

た 人々は再 考し ，やがては清掃工場に対 するイメージを

チェンジさせ，ありがた くない都市施設から面 白味＜ メ

リット＞ のある都市施設へ と意識転換させ ることができ

るのである。 さすれば，非常事態に入 った清掃問 題の一

端の解決にもなるのである。

表― 3　余熱利用計画一覧表

旭清掃工場余熱利用施設の概要

前 述し たよ うな趣旨にも とづ き，こ れまで清掃工場 のも

つ イメージの悪さを 払拭すること と無意味に放擲 されて

い た余熱の有効利用を ねらいとして，横浜市では，旭 区

に 建設された旭清掃工場をテ スト ケースとし， さらに ，

港南清掃工場な ど，今後建設さ れる清掃工場 に つ い て

は，できるだけこの種の余熱利用施設を併設し，各地 区

に バラン スのとれた施設配置をしてい くことを計 画し て

いる。 この ようなこ とを考慮しながら旭清掃 工場 の余熱

利 用施設の検討にあたっては，次の ようなこ とを基本理
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念とした。

＜１＞清掃工場のイメージ・チェンジになるもの

＜２＞じんかい焼却余熱の有効利用になるもの

＜３＞地域住民＜特に子供に水辺をかえす＞へのサービ

ス向上になるもの

＜４＞地元住民が要望しているもの

とし，さらに施設の計画条件としては技術的な確実性を

前提として

＜１＞温水を利用するもの

＜２＞年間を通じて利用できるものであること

＜３＞市内に数ヶ所設置することに意味のある施設であ

ること

等々である。

これらを根底として検討した結果，『屋内・屋外温水プ

ール』を中心とし『老人福祉センター』を配置し，全体

的には清掃工場を含めて公園・緑地的になるようまとま

りをもたせ，さらに広場，駐車場等を配置し，地区全体

を環境の良い丘陵空間とし，横浜市民が豊かで健康的な

生活の営みをしていくための一助に供することを目的

としている。なお，計画当初は，余熱利用の有効的方法

として農業用実験温・冷室に利用することも考えたが今

回は種々の制約条件が重なり見送りになってしまった。

しかしながら，都市農業を育成していくという観点から

は，この種の余熱を農業方面に有効利用することは，き

わめて意義のあることと考えられ，今後その方面の研究

もさらに積極的に進めていくべきであろう。

バ スで くるこ とが主眼 とされている。＞ くる客とのアプ

ローチを分離し，徒歩 客はなるべく近道でゆっく りした

階段を昇 り，一度石畳 みの広場 に達し てから各施設に導

入さ れる。車で くる場 合に は，施設 へ昇 り切る道路勾配

の関係から 余熱施設用 地の周囲を 半周し て広場に達し，

展望 のよい シェルターに 入り，雨に 濡れることもなくプ

ール棟，老 人福祉センタ ーへ行かれる ように な っ て い

る。 また，利用 者，特 にプー ルヘ来た小・中学生の団体

や老 人グループ， または一 般市民で最新式の清掃工場を

見 学し たい 人に はこの余熱利 用施設群から直接清掃工場

の正面玄 関に到 達し える よう歩道橋が設置さ れている な

ど，利 用客の動線には特に工夫がされている。

第 ２に ，当敷地の地形的特徴である不正形レ ベルの多 様

性を 積極的 に利 用し，区域全体が公園・緑地化さ れるよ

う計画されている。

第 ３に熱供給シ ステ ムを経 済的かつ管理的に も便利に す

るため，工場から の余熱 サ ービ ス配管＜地 域配管＞を き

るだけ短絡させる よう余熱諸施設 の中心の位置に引き込

む ようにしている。

第 ４に，プ ール管理 棟と老 人福祉センタ ーをつな ぐ展望

とシェルターの地下に ，景色の よい東面に向って開口部

の大 きい 食堂 棟を 設け ，プ ールの利用者，老人 福祉セン

施設の具体的計画概要

施設の具体的計画概要は，表―４の通りである。

図―１は清掃工場を含めた地区の全容，図―２は旭清掃

工場の余熱利用施設の配置図である。

計画をすすめるにあたって，とくに重点を置いたのは，

施設全休の配置計画である。すなわち，前述の諸施設を

限られた敷地内に，技術的・機能的に，かつ造型的に一

つの有機的な複合空間としていかに組立てていくかとい

うことである。その結果，配置上の特徴としては，第１

に利用者の動線計画に重点がおかれている。徒歩でくる

客の動線と，バスあるいは乗用車で＜計画では団体客は
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ターの利用者が交差することなくアプローチ出来るよう

にし，機械管理技術者の連絡配管経路どもなるよう考慮

され，当該余熱利用施設群の『要』の役割をもたせてい

る等が，この施設の配置計画の特徴である。

施設計画としては，プール施設として「プール管理棟」

と25m のプールを擁する「屋内温水プール」，さらに夏

図 ―１　地区全容図
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季には太陽を充分満喫することのできる50m のプールを

擁する「屋外温水プール」を配置している。「プール管

理棟」は地下１階，地上１階の階建であるが，敷地の高

低差を生かして地下１階の東側前面には，公園的要素の

濃い広場を設けている。プールの利用者は，このレベル



図一 ２　旭清掃 工場余熱利用施設配置図

から地下１階の入口を利用し，プ ール本館に入 る。

地 上１階の駐 車場を利 用した客は，石畳みの広場を経 て

一度 シェルターを 通り抜け 地下階のこの入 口に達しレ プ

ール本 館に 入る。　　　　　　　　　　　　　　　　

この入 口のホールを はさんで，反対側＜ シ ェ ル タ- の

下＞に 食堂 と機 械室 がある。 食堂からは，東側の景色を

全望するこ とがで きる。 食堂の裏側の中央機械室は，単

にプ ール施設の みで なく「 老人福祉センタ ー」 への熱供

給の基地で もあ り，こ こで集 中的に 熱交換 が行なわれ各

施設へと配管されてい る。

また, 「老人福祉 センター」は地下 １階，地 上２階建で

ある。地 下１階といって も東 側は全面的に 開放 されてお

り， 普通のビルの地階とはちがいきわめて明 るい空間 と

なってい る。 この建物の主入口は１階で，バ スプ ールか

ら広場を 経てシェルタ ーを通り，玄関に達する。こ の建

物の敷地は，当 該計 画地域内では最も高い位置にあ り，

各室 から晴 れた 日には富士山が眺望できる。 老人達の憩

いの場所 としては きわめて良 好なものである。 建物のプ

ランニングにあた っては ，浴室に 重点がおかれ，一日中

お湯のあふれた ものにし，温泉気 分が充 分満喫できる よ

うに浴槽 もとくに大 きめ に作 られている。

余熱利用施設の設備計画

ゴ ミ の 焼 却 余 熱 利 用 ぱ ， 特 に ヨ ー ロ ッ パ に お い て 発 展

し ， 大 規 模 な 地 域 冷 暖 房 の 熱 源 と し て 積 極 的 に 利 刑 さ れ

て い る 。 当 計 画 案 は
，

旭 工 場 の 余 熱 を 上 記 の 各 施 設 に 供

給 す る も の で ， 形 式 は ブ ロ ッ ク 冷 暖 房 設 備 と 呼 ば れ る も

の で エ ネ ル ギ ー の 有 効 利 用 の シ ス テ ム ・ デ ザ イ ン で あ

る 。 旭 清 掃 工 場 の ゴ ミ 焼 却 能 力 ぱ300 t / 日 で 年 間 全 日 運

転 さ れ ， 余 熱 利 用 施 設 は 最 大 蒸 気 量10t ／h が 利 用 で き

る 。 し か し ， 本 計 画 案 で は 余 裕 を み て 最 大 蒸 気 量7t/ ト

と し て い る 。 ま た ， 年 間 全 日 運 転 で あ る の で 補 助 ボ イラ

ー は 設 置 し て い な い 。 配 管 方 式 と 熱 媒 に つ い て は, 通 常

地 域 冷 暖 房 に 使 用 さ れ る 熱 媒 は 温 水 と 蒸 気 が あ り ， 大 規

模 な 地 域 冷 暖 房 設 備 で は し ば し ば 高 温 水 が 用 い ら れ て い

る 。 本 計 画 に お い て は 敷 地 高 低 差 が 大 き く ， ま た 吸 収 式

冷 凍 機 を 使 用 す る こ と か ら 熱 媒 を 蒸 気 と し て い る 。 こ と

に 高 温 水 の 場 合 ， 高 温 水 循 環 ポ ン プ の 運 転 費 が 高 額 と な

り ， 余 熱 利 用 の メ リ ッ ト が 小 さ く な る 。 疑 縮 水 は 工 場 側

設 備 の 条 件 に よ り 工 場 へ 還 水 す る も の と し ， 還 水 量 は 供

給 蒸 気 の90 ％ を 還 水 す る 。 し た が っ て 配 管 方 式 は ， 蒸 気
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図一 ３　設備系統図

図―4　 完成予想図＜パ ース＞
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往 き管十還水管の ２管方式 とし てい る。 配管施設は一 部

地上配管としているが，工場 側の設備 とともに共 同溝を

作 り同時使用している。蒸気は廃熱 回収ボイラーより16

kg/c㎡ で供 給されているが，騒音及び配管 工事を 考 慮

し減 圧弁を 工場内に設置している。この減圧弁にて約7

kg/cm^ に 減 圧さ れた蒸気を 中央機械室に地域配管を通

し供給し てい る。 中央機械室は暖 房用，給湯用，プ ール

加熱用，熱交換 器に対し ては地域配管 によって供給され

た蒸気を利 用し，吸 収式冷凍 機を プール暖 房用，管理棟

用，食堂用空調器に対し ては中央 機械 室でさらに減 圧弁

に よりl kg/cm^ に減 圧された蒸気を 利用してい る。還

水は，大気開放するので約80 °C で工場設備に還水す る

ことになってい る。この中 央機械室には，そ の位 置の関

係 からプール管 理棟,   1階系統空調器，食堂室用空調 器

を 同所に設 置し ている。 この空調器には，暖房用蒸気 コ

イル，冷水 コイルを 設け ている。冷 熱源シ ステ ムは，工

場 より供給 された蒸気を 熱源とする吸収式冷凍機 十熱交

換 器の組合せ方式 とし てい る。冷凍 機は1 00R T を 用い

ている。そして， この中央 機械 室より各建物に対し ，冷

水，温水に 蒸気，給湯が供給さ れるのであ る。 また，配

管方式については，「老人 福祉センター」 は冷 温水 ２管

方 式，その他は蒸気 ２管方式 十冷水 ２管方式 となってい

る。 全休の配管系統図は図一 ３の通 りであ る。

以 上が， 旭清掃工場の余熱利用施設 の計画 の 概 要 であ

る。 この計画は昭和48年 ３月に完成し，すでに一般市民

の用に供 され好評を はくしている。図一 ４は計画当時作

成し た当該施設 の完 成予想図＜ パ ース＞ である。

ねになっている。そ のうえ，昭和45年 におけ る清掃 法の

改正 ，昭和46年 ９月同施行令の改正に ともない 自治 体の

役割が一 段と強化し，横浜市の ように市域 の大 部分 が市

街化 されてい るよ うな都市では，その対策に身動 きでき

ない状態 になってい る。 とくに，前述した ように清掃工

場 の建設，用地 の確保 は困難を きわめてお り，その対策

も行 きづ まりの感を 呈し てい る。 このよ うな状態を打破

していくために も，技術 革新あ るい は余熱の有効利 用を

もっともっと積極的に押し進め，地元 住民の協 力を とっ

ていく以 外にはい まの ところ方法が ない。 だがそれでも

清掃工場内まで ゴミを運ぶ清掃運搬 車に よる交 通公 害や

環 境の悪化 はいなめない，そのためには ゴミの運搬方法

も含め，さらに道路計画・建設等と充分かみあわせて計

画を 進めなけ れば ならない。 すなわち，都市の清掃問題

は単に清掃 のみの問題 とし てではなく，地域の問題 とし

て総合的見地に立 って解決 していかなければならなくな

って きてい るのであ る。 さもない と我 々の町は， ゴミだ

らけ の街にな るこ とが確実に予 想出来 るのであ る。

＜ 追記＞ この文章は雑誌［ 建築設朧 ］に記載した ものに

手を 入れたものである。同文中 の諸数 字は現 在では多 少

修正 の必要があるが，旭誌掃工場 の余熱利用施設を計 画

し た時点での模様を のこすためそ のままにした。

＜Ｓ49.５.3＞

おわりに

この旭清掃工場の計画を手初めに，横浜市では，今後の

清掃工場の建設を進めるにあたって，この種の余熱施設

を併設し，清掃工場のイメージ・チェンジを図るととも

に，地域コミュニティの育成をねらっている。現在建設

途上にある港南区の港南清掃工場も，日本建築界の第一

人者岡田新一氏の手になる余熱利用施設が配置され，さ

らによりよいものになることが期待されている。

都市の清掃問題は，はじめにものべたように種々複雑な

要素がからみ解決困難なものが多く，関係者の頭痛のた
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